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 鎌倉時代初期の香取神宮文書に記されている「矢木」が流山市の地名で最も古い記録

です。近年、思井堀ノ内遺跡や西平井根郷遺跡の発掘調査で、鎌倉時代の地頭矢木式部

太夫胤家に関連すると思われる遺構・遺物が発見され、思井熊野神社周辺が中世の流山

の中心地であることが確認できました。市境を流れる坂川流域沿いの台地上には中世の

史跡や歴史資料が多く残っています。特に中世末から近世にかけて、多くの古文書を残

してきた芝崎の吉野家や古間木の芳野家資料は矢木地区だけでなく、東葛全域の歴史・

文化・風習を知ることができる貴重な資料です。 

 江戸時代後期には、流山市と松戸市の市境を流れる坂川の改修事業に鰭ヶ崎の名主渡

辺庄左衛門家が３代にわたって関わり、流域の洪水対策につとめています。 

八木地区には中世からはじまり、近世・近代へと続く文化財が多く残されています。 

時・人・モノ 流れでつながる６つのストーリー 

構成文化財 

市指定文化財  

彫刻    旧長福寺愛染明王坐像 広寿寺観音菩薩坐像 清瀧院金剛力士像 

歴史資料 吉野誠写真 

未指定文化財 

有形文化財 

建造物   東福寺 旧長福寺宝筺印塔 阪川治水碑 

古文書   吉野家文書 芳野家文書 恩田家文書 天正検地帳 

歴史資料  八木村史 

記念物  

遺跡    思井堀ノ内遺跡 西平井根郷遺跡 前ヶ崎城跡 名都借城跡 

文化的景観 思井・芝崎の斜面林と谷津 前ヶ崎の斜面林 前ヶ崎の斜面林 

その他   坂川    

２ 矢木(八木)からはじまる流山の中世 
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図 18 八木地区の文化財位置図 
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ストーリー固有の方針  

鎌倉時代から現在まで連続して繋がっている地域の歴史・文化財についての周知を 

図っていきます。 

 

 

 

２ 矢木（八木）からはじまる流山の中世 

課題 

・中世・近世の古文書の指定を進める必要があります。 

・遺跡や発掘調査の出土品の指定を進める必要があります。 

・中世・近世の生産拠点であった谷津や斜面林の保全を図っていく必要があります。 

・矢木発祥の地と言われる思井熊野神社や周辺文化財の周知が必要です。 

・八木地域をめぐる周遊回廊の整備を進める必要があります。 

・古文書の調査・研究を進めていく必要があります。 

・地域の伝統行事の継承が課題となっています。 

 

方針 

 ・中世・近世の八木村の様相を知ることができる古文書の文化財の指定を進め、文化財とし

ての価値を高めます。 

 ・思井堀ノ内・西平井根郷遺跡の考古資料の市指定を進めます。 

・前ヶ崎城跡の市指定を進めます。  

・斜面林や谷津の保全を図っていきます。 

 ・文化財看板や周遊コースの整備を図っていきます。 

 ・古文書の調査・研究を進めていきます。 

 ・文化財巡り等の見学会を実施し、地域の文化財や歴史への周知を図っていきます。 

 ・地域の伝統行事の担い手の継承を図っていきます。 
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保存と活用に関する措置 

番号 措置 取組 取組主体 取組年度 

市

民 

地

域 

団

体 

専

門

家 

行

政 

R 

6 

R 

7 

R 

8 

R 

9 

R 

10 

R 

11 

R 

12 

１ 

(1)※ 

吉野家・芳野

家文書の文化

財指定 

《重点事業》 

中世から近世・明治時代

と八木村をはじめ、近隣

の村々の様子が記録され

ている古文書の指定を進

めていきます。 

   〇 ◎ 

       

２ 

(１) 

思井堀ノ内遺

跡と西平井根

郷遺跡出土遺

物の指定 

鎌倉時代の地頭矢木氏関

連の出土遺物の文化財指

定を進めていきます。 
   〇 ◎ 

       

３ 

(１) 

前ヶ崎城跡の

史跡指定 

戦国時代の城跡である前

ヶ崎城跡の史跡指定を進

めていきます。 

   〇 ◎ 

       

４ 

(７) 

斜面林や谷津

の保存 

坂川流域に残る斜面林や

谷津の保全を図り、中世・

近世から続く景観の保全

を図っていきます。 

〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 

       

５ 

(３０） 

文化財説明

板・案内板の

作成 

歴史・文化財を周知する

ための看板・案内板の作

成を進めます。 

〇   〇 ◎ 

       

６ 

(31) 

文化財周遊コ

ースの整備 

文化財周遊コースを整備

し、歴史や文化財への関

心を高める取り組みを進

めます。 

 

  ◎ 〇 ◎ 
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番号 措置 取組 取組主体 取組年度 

市

民 

地

域 

団

体 

専

門

家 

行

政 

R 

6 

R 

7 

R 

8 

R 

9 

R 

10 

R 

11 

R 

12 

７ 

(19) 

古文書調査の

推進 

八木地区の歴史を解明す

るため、吉野家・芳野家の

古文書調査を進めていき

ます。 

   〇 ◎ 

       

８ 

(３５） 

八木地区関連

遺構の保存・

活用 

文化財見学会等を開催

し、地区の歴史や文化財

への関心を高めていきま

す。 

〇 〇 〇 〇 ◎ 

       

９ 

（40） 

地域の伝統行

事の継承 

江戸時代から続く「おびし

ゃ行事」等伝統行事の記

録保存を進めていきま

す。 

〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 

       

 ※括弧内は第８章の取組番号 


